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中学生の組織的特性 と教師の心理的ス トレス反応に関する研究
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要 約
本研究の 目的は,中学校の組織的特性 と教師のス トレス反応 との関連性について検討す る
ことにある。組織的特性尺度の因子分析の結果,中 学校の組織的特性 として,「積極性」「情
報伝達性」「帰属意識」「決定参加制限」「職場内人間関係」の5因 子が抽出された。いずれも
教師のス トレス反応との関連性が認められ,特 に怒 り反応 との間に強い関連性が認められた。
また,そ れらの組織的特性の学校単位の得点に基づいてクラスター分析を行った結果,組 織
的特性の良好さに関して2つの学校群に分類 された。 さらに,組織的特性が良好な学校に属
している教師の方が,抑 うつや不機嫌,心 配 というス トレス反応が低いことが示 された。 こ
れ らの結果は,学 校の組織的特性は教師のメンタルヘルスと密接に関係 していることを示唆
してお り,教師の精神的疾患を予防するためには,組織のあり方を再検証することの重要性
を示 している。
キー ワー ド:組織的特性,心 理的ス トレス反応,中 学校教師
問 題
昨今の経済状況の悪化,お よびそれに伴 う雇用
情勢の不安定化や雇用形態の変化(終 身雇用から
能力 ・実績重視主義へ),長時間の残業を伴 う過剰
労働,新 技術への対応等,労働者を取 り巻 くス ト
レスはますます増加 し,・メンタルヘルスも悪化す
る傾向にある(大 西 ら,1998;増地,2002)。実
際に厚生労働省の統計によると,自殺者数は1998
年に3万 人を超え,2003年には32,109人に達 し
ている。その中でも特に社会を担 う中核的存在で
あるはずの男性中高年(50歳 代)の 自殺者数は
1990年頃から急増 してお り,2003年における人
口10万 人当た りの自殺者数は71.1人(55～59
歳)と,他 の年代に較べて突出している(厚 生労
働 省,2005)。その よ うな社 会情勢 の中で,労 働
者 の自殺や精神疾患 の予防だけでな く,ス トレス
マネ ジメン トを中心 と した労働者の メンタルヘル
ス の向上 を図るための有効な対策の立案 とそ の実
践 が期待 され ている。
さまざまな職 業の中で も,特 にヒュー マン ・サ
ー ビスの従事者 は非常にス トレスフル な職業 であ
り,消 耗感,脱 人格 化,個 人的達成感 の減退 を主
訴 とす るバー ンア ウ ト(燃 え尽 き症状)に 陥 りや
す い と 言 わ れ て い る(Maslach&Jackson,
1981;田尾,久 保,1996;田尾;2001)。ヒュー
マ ン ・サー ビス とは,看 護師,ソ ー シャル ワーカ
ー ,老 人介護 スタ ッフ,教 師 な どの よ うに,そ れ
ぞれのク ライア ン ト(患 者,障 害者,高 齢者,児
童 生徒 な ど)に 対 して,温 か く人 間的に,献 身的
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に接 す ることが求 め られ る と同時に,冷 静 で客観
的 な態度 を堅 持 しな けれ ば な らない職 業で あ る
(田尾,1991)。それ を両 立 させ るためには相 当
の努力が必要で あ り,そ れ を長期 間持続 させ るこ
とは慢性的な ス トレス状態 に 自身の身 を置 くこと
にな るた め,心 身疾患 への罹 患の リス クは高 まる
と思われ る。特 に,教 師について言 えば,精 神疾
患に よる休職 者数 は,1992年には1,111人(休職
者 に 占め る割 合は29.E%)で あった ものが2003
年 には3,194人(同53.1%)と急増 してお り,十
数年 前に較べて,か な り強 いス トレス状態 に置か
れ てい ると言 えよ う(文 部科 学省初 等中等教育局
初 等中等教育企画課,2005)。
ヒューマ ン ・サー ビスの従 事者 を対象 と し,そ
のス トレッサー とス トレス反応 との関連性,ス ト
レス緩 衝要因 などにつ いて検討 した基礎的 ・実証
的研 究は数多 く行われてい る(Farber,1983;原
谷,1998;影 山 ・森,1991;勝倉;1996';森・
影 山,1995;宗像 ・椎谷,1986;Pithers&Fogarty;
1995;矢冨 ら,1991など)。
教師に関す る研 究では,た とえば勝倉(1996)
は,小中学校 の教 師327名を対象 とした調 査か ら,
職 業上のス トレッサー と して 「職員 との関係 」「煩
雑間」 「多忙」 「児童 ・生徒 との 関係」 「評価 懸念」
「部活動」「校務分掌」「保護 者か らの評価」「問題
行動」の9因 子 を抽 出 し,特 に 「職 員 との関係」
「多忙」「児童 ・生徒 との関係 」「校務 分掌」「保護
者か らの評価」 「問題行動」 の得 点の高い教師は,
バー ンア ウ ト尺度(田 尾,1987,1989)の消耗感
得点が高 いことを報告 して いる。
また,伊 藤(2000)は,授 業指導能力 の高 さや
職場 でのサポー トがバ ー ンア ウ トの症状 である達
成感 の減退 を抑制 する ことや,ク ラス運営 を重視
す る授業指導志 向タイプの教師 は授業能力 に対す
る評価がバーンアウ トと関連 していること,子 ど
もとの関係性を重視する教師は同僚教師 との人間
関係の良さがバーンアウ トを防止することなどを
示 している。
さらに,高木 ・田中(2003)は,共分散構造分
析によって,役割の曖昧さや実施困難な職務 とい
った職務 自体のス トレッサーが直接バーンア ウト
を規定 しており,役割葛藤や組織風土などの職務
環境のス トレッサーは,職 務自体のス トレッサー
を通 して間接的にバーンアウ トを規定 していると
い うモデルを提唱 している。
一方,職場で日常的に経験するス トレッサー と
ス トレス反応 との関連性に関する研究だけでなく,
労働者が所属 している比較的安定的な組織的特性
が,ス トレス反応の増悪や緩和に関係 している可
能性が指摘されている。
た とえば,矢冨 ら(1992)は,特別養護老人ホ
ームの職員を対象 とした調査において,組織的特
性として 「処遇方針(利 用者本位の介護方針がと
られているか)」「指導体制(相 談や指導を受けら
れる体制になっているか)」「教育機会(教 育や訓
練の機会が十分か)」「決定参加(意 見を言える機
会は十分か)」の4つ を設定 し,それぞれのス トレ
ス緩衝効果について検討 した。その結果,人 間関
係や仕事上の負荷などのス トレッサーが比較的高
い場合であっても,「指導体制」「教育機会」「決定
参加」の組織的特性が優れていれば,職員の情動
的ス トレス症状や身体的自覚症状が緩和 されるこ
とが示されている。
また,学校に関 しても,そ の組織構造を明らか
にし,管理職の リーダーシップや学校内での対人
葛藤およびその解決方略などが学校のあり方にど
のよ うな影響を及ぼすか,と いうことなどに関す
る研究が行われているものの(淵上,1992,2005),
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それが教師のメンタルヘルスに及ぼす影響につい
てはほとんど実証的なデータが得られていない。
そこで本研究では,中 学校における組織的特性
の一部を取 り上げ,そ れが教師の心理的ス トレス
反応 とどのような関係にあるかを明らかにするこ
とを目的とする。
方 法
調 査対象
宮崎県 内の公 立中学校お よび大学 附属 中学校,
計11校 の学級担任 教師,副担任 教師お よび養護教
諭 を合 わせ て322名の教師 か ら回答 を得 た。記入
もれ や記 入 ミスの あ った者 を除 き,有 効 回答 者
299名(男 性167名,'女 性132名:有 効回答率
92.9%)を分析対象 と した。平均年齢 は,全 体で
36.9歳(22～68歳,SDニ9.8),男性37.6歳(23
～68歳SD=10 .2),女性36.1歳(22～58歳),
SDニ9.3)であった。ただ し,3名 は年齢 につ いて
無 回答 であった。 教職経験年数 の平均 は,全 体で
13.9年』(1～45年,SD=9.8),男性14.4歳(1
～45年 ,SD=10.1),女性13.3年(1～38年,
SD=9.4)であった。なお,有 効回答者299名 の う
ち,学 級担任教 師は186名(男 性101名,女 性
85名),副 担任教師 は100名(男 性62名,女 性
38名),養護教諭 は9名(全 員女性),4名 は無回
答で あった。
調査材 料
〈教師 の属性に関す る質問 〉性別,年 齢,教 職経
験年数,学 級担任 ・副担任 の別 について回答 を求
めた。
〈中学校の組織的特性 尺度 〉現在 勤務 している中
学校 の組織 的特性 を調べ るた めの18項 目か らな
る尺度 であ り,各 項 目につ いて4段 階(1=ま っ
た くそ う思 わない,2ニ あま りそ う思わ ない,3
=少 しそ うだ と思 う,4=そ の通 りだ と思 う)で
評 定 を求 めるものである。 なお,項 目の選定 にあ
た っては,.・組織的特性 に関す る先行研 究で言 及 さ
れ てい る内 容等 を参考 に しなが ら,現 職の中学校
教諭11・名 と協議の上決定 した。
〈心理 的ス トレス反応尺度(PsychologicalStress
ResponseScale:PSRS)〉新名 ら(1990)によ
って作成 された成人 の心理的 ス トレス反応を測定
す る尺度 であ り・,情動的反応4下 位 尺度(抑 うつ,
不 安,不 機 嫌,怒 り)(計26項 目),認知 ・行動的
反 応9下 位 尺度(自 信喪失,不 信,絶 望,'心配,
思 考力低 下,非 現実的願望,無 気 力,引 きこも り,
焦 燥)(計27項 目)で 構成 されてい る。各項 目に
よ って示 された ス トレス反応 について,そ れが ど
の程度 あてはま るかを4段 階(1=あ てはま らな
い,2'=あ ま りあてはま らない,3=少 しあては
ま る,4=あ て はまる)で 自己評 定を求め るもの
である。.
結果と考察
中学校の組織的特性の構造
表1は,中 学校の組織的特性の構造を明らかに
するために,中学校の組織的特性の評定得点に基
づいて最小二乗法,Promax回転による因子分析
を行った結果を示 したものである。その結果,本
調査で用いた項 目群では,中 学校の組織的特性 と
して以下のように解釈可能な5因 子が抽出された。
第1因 子は 「この学校の職員は,教科指導や行
事等で常に新 しい試みを積極的に行っている」な
ど,教師の積極性や意欲の高さなどを表す3項 目
で構成されてお り,「積極性」と名付けた。第2因
子は 「行事等において変更点等が生 じた場合,変
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表1学 校の組織的特性尺度の因子分析結果
項 目 積極性 情警 達 帰購 決定讃加制 職鴇 人間 共通性
?
?
?
Q7こ の学校の職員は,教科指導や行事等で常に新 しい試みを積極的に行っている
,Q6この学校の職員は教育活動への意欲が高い
,Q8この学校の職員は,一人一人が能力を積極的に発揮している
Q3行 事等において変更点等が生じた場合,変 更の情報や新しい情報が正しく伝えられている
Q2一 日の教育活動あるいは行事等の円滑な運用に必要な情報が職員の全員によく伝わっている
Q4学 校や学年の運営に関する重要なことは,担 当者以外でもわかっている
Q5他 学年との連携や調整,情報のやり取りはうまくいっている
Q1学 校や学年の教育目標が明確に示されている
Q15自分はこの学校の職員であることをうれ しく思っている
Q14自分はこの学校の職員であることを誇りに思っている
Q13新しいアイディアを出しても,受 け入れ られない雰囲気がある
Q12この学校の職員は,なかなか本音を出して話すことができないでいる
Q10何かを決める時,直接的に関与する人だけが決定に関わる
Q17職場の中にいつももめごとがある
Q9職 場で教科指導や生徒指導上の悩みや問題をお互いに話 し合う
Q1'学年打ち合わせ会などでは,ど の人の意見も傾聴され尊重される'
Q16職場の中にお互いを理解 しようとしない雰囲気がある
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
、
?
?
?
?
?
」
?
?
」
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
'
,005'.042
.105.010
.122.050
.802一.OlO
.778一.052
.669.038
6508」21
.450一.005
.000.975
.030。901
一.084一.009
一.034一.090
一.Ol4一.Ol7
.074一.008
一.133.191
.163.032
一.026一.025
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
」
?
?
?
?
?
」
?
」
」
.105.740
一.261.636
一.036534
一,040.624
一.061.620
.022.597
.068.479
一.097.285
一.036.900
.069,826
.087.438
.238527
.007.343
.484,342
一.445 .435
一.407.371
.362.228
因子間相関
情報伝達性
帰属意識
決定参加制限
職場内人間関係
.507
.408
一.238
一.412
.422
一.245
一.409
一.394
一.463 .377
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
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更の情報や新 しい情報が正 しく伝えられている」
1
など,教師間で情報伝達が うまくいっていること
や情報が共有 されていることなどを表す5項 目・か
ら成ってお り,「情報伝達性」と名付けた。第3因
子は,「自分はこの学校の職員であることをうれ し
く思っている」「自分はこの学校の職員であること
を誇 りに思っている」というほぼ同義の2項 目で
構成されてお り,「帰属意識」と名付けた。第4因
子は,「新 しいアイディアを出しても,受け入れ ら
れない雰囲気がある」「何かを決める時,直接的に
関与する人だけが決定に参加する」など,組織の
中での自分の意見の主張 しにくさや,組 織の方針
の決定への制限を表す3項 目から成ってお り,「決
定参加制限」と名付けた。第5因 子は,「職場の中
にいつももめごとがある」など,職場の人間関係
のあり方 を表す4項 目から構成されてお り,「職場
内人間関係」と名付けた。なお,残りの1項 目は,
どの因子に対 しても負荷量が低いため,分 析か ら
除外 した。また,因子間の相関は,た とえば 「積
極性」 と 「情報伝達性」との間など比較的高い組
表2
み合わせが多く,各因子間で相互に関連性をもつ
ものが多いと言える。'
以上の5因:子を,中 学校の組織的特性の下位尺
度 として,以下の分析に用いた。'なお,「職場内人
間関係」については,4項 目の うち2項 目は好ま
しい人間関係を,残1りの2項 目は好ま しくない人
間関係を表す項 目であるが,好 ま しくない人間関
係 を表す2項 目を逆転項目どし,得点が高いほど
人間関係が良好であることを意味するよう'にした。
各下位尺度の信頼性を検討するためにα係数を
算出したところ,「積極性」が.82,「情報伝達性」
が.82,1帰属意識」が.92,「決定参加制限」が.69,
「職場内人間関係」が,62と,著し.く低いものは
な く,どの下位尺度も一定水準の内的一貫性があ
ると言えよう。
学校の組織的特性と教師のス トレス反応
表2は,上 記の5つ の組織的特性の各下位尺度
得点と教師のス トレス反応得点との相関係数を示
したものである。全ての関係について有意な相関
係数が認められたが,特 に 「帰属意識」と各ス ト
教師のス トレス反応 と学校の組織的特性 との相関係数
積極性 情報伝達性 帰属意識 決定参加制限 職場内人間関係
抑 うつ
不安
不機嫌
怒 り
一
.276***
一
.195***
一 .212***
一 .305***
一 .296***
一 .256***
一 .270***
一 .350***
一 .456***
一
.347***
一
.411***
一
.435***
.253***
.235***
.288***
.320***
一
。332***
一
.286***
一 .332***
一 .400***
自信喪失
不信
絶望
心配
思考力低下
非現実的願望
無気力
引きこもり
焦燥
一
.135*
一
.316***
一
.280***
一
.133*・
一
.095
一
.151**
一
.181**
一 .165**
一
.152**
一 .206***
一 .284***
一
.264***
一
.152**
一
.161**
.一.211***
一
.188***
一
.210***
一 .179**
一
.343***
一
.441***
一 .451***
一
.295***
一
.210***
一
.313***
一
.294***
一
.330***
一
.151**
.202***
.334***
,260***
.216***
.211*求*
.223***
.233**象
.200***
.151**
一 .209***
一
.409***
一
.315***
一
。199***
一
.202***
一
.199***
一 .211***
一 .258***
一 .176**
***p〈.001**p<.Ol*p〈.05
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レス反応 との相関係数が最も高く,ス トレス反応
と密接な関係があることが示 された。ただし,「帰
属意識」については,そ れ 自体がス トレス反応の
一端を表す項目であるとも考えられ,そのために
他の組織的特性 よりも全般的に相関係数:が高くな
ったとも考えられる。
また,「積極性」「情報伝達性」「職場内人間関係」
との間にも比較的高い負の相関が,「決定参加制
限」との間には正の相関が認められている。また,
どの組織的特性 も怒 り反応 との関連性が最も高か
った。これ らのことから,学校の特徴として,職
員の積極性が高 ぐ,1情報伝達性に優れ,職 場内の
人間関係が良好で,職 場において意見を表明する
ことの制限が少ないと認知 している教師ほど,ス
トレス反応(特 に怒 り反応)が 低い傾向にあるこ
とを意味 している。 このことか ら,学校組織のあ
り方は,教 師のス トレス反応 を説明する上で無視
することのできない要因であると考えられる。
組織的特性に基づ く学校の特徴
調査対象となった各学校の組織的特性がどのよ
うな状態にあるかを調べるために,教 師が評定 し
た組織的特性の5つ の下位尺度の学校 ごとの平均
得点に基づいて,Ward法による階層的クラスタ
ー分析を行い,調査対象となった11校の組織的特
性の差異による分類を試みた。図1は,そ の結果
をデン ドログラムで示 したものである。デン ドロ
25
20
距15
離
10
5
o
ABCDEFGHIJK
一 一 一
i群
一_____」
1蚕群
図1階 層的クラスター分析結果
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グラムから,A～Fの 学校(1群i6校)どG～K
の学校(II群:5校)・の大きく2つのグループに
分類することが妥当であると判断した。
表3は,各 群の組織的特性の各下位尺度の平均
得点を示 したものである。各下位尺度について群
間差 を検討するためにt検 定を行った ところ,
「積極性」「情報伝達性」「帰属意識」「情報伝達性」
に有意差が認められた。いずれ もII群の方が高得
点であり,これ らの特性について良好な状態にあ
る学校であると言える。「決定参加制限」について
はII群の得点が低 く,制限が少ないと評定されて
いる傾向にあるが,統 計的な有意差は認められな
かった。
このよ うに,1群に比べてII群の学校の方が,
組織的特性として良好な状態にあると考えられ る。
しか しながら,1群 の各下位尺度の平均得点は,
それぞれの下位尺度の得点範囲の中央値前後の値
を示 してお り,1群の学校の組織的特性が極めて
悪い とい うことではないとい う点に留意 しておく
必要がある。なお,各 群の学校の規模は,生 徒数
で言 うと,1群の学校は平均711名,II群は621
名であ り,1群に属する学校の方が若干規模が大
きい傾向にあるが,t・検定の結果では有意差は認
められなかった(t=.793,df=9,P>.10)。実
際に,比較的小規模な学校が1群 に属 していたり,
同程度の規模の学校が両群に分かれていた りする
ことから,学校規模が組織的特性の差異を規定 し
ているわけではないと思われる。
クラスター群別の教師のス トレス反応
表4は,ク ラスター分析によって分類 された各
群の教師のス ト'レス反応の平均得点を示 したもの
である。全体的にII群に比べて1群の方がス トレ
ス反応得点が高い傾向にあ り,t・検定の結果,「抑
うつ」「不機嫌」「心配」については有意差が認め
られた。
このように,学 校単位での比較においても,組
織的特性の良好な学校ゐ教師のス トレス反応が一
部ではあるが低いとい う事実は,表2で 示 したよ
表3ク ラスター群別組織的特性得点
1群 H群 t P
積 極性
〔3-12〕
情報伝達性
〔5-2D〕
帰属意識
〔2-8〕
決定参加性制限
〔3-12〕
職場内人間関係
〔4-16〕
7.96
(,58)
12.72
(.97)
5.39
(.51)
7.90
(.57)
11.43
(,39)
9.22
(.69)
15.10
(.88)
6.23
(.64)
7.22
(.43)
12.60
(.54)
一3.38
一4.23
一2
.43
2.15
一4.20
**
**
*
n.S.
**
〔 〕内は得点範囲
む ホ
pく.01p〈.05
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表4ク ラスター群別の教師のストレヌ反応(カ ッコ内は標準偏差)
1群 II群 t'抑う
つ
不安
不機嫌
怒 り.
15.30
(1.33)
14.85
(1.13)
11.19
(.85)
10.35
(1.1])
13.38
(。69)
13.86
(.16)
10.26
(.35)
9.10
(.82)
2.92
1.94
2.26
2.07
*
n.S。
*
n.S.
自信 喪 失5.76.
(.36)'
不 信5:20
(.47)
絶 望5.00
(.4()
心、酉己5,81
(.45)
思 考 力 低 下95.63
〈.35)
非 現 実 的 願 望6.43
(.61)
無 気 力5.61
(.45)
引 き こ も り5.13
(.36)
焦 燥 ・4.6'r
5.40
(.38)
5.03
(.30)
4.60
(.29)
5.22'・
(.39)
5.60
(.66)
6,09
(.36)
5.32,レ
(.44)
4.94
(.33)
4.50
1.64
0.69
1.87'
2.32
0.10
1.07
1.06
0.91
0.78
n.S.
n,S.
n.S.
*
n.S.
n.S.
n.S.
n.S.
　 　一
うに,個 々ρ教師g組織的特性に対する評価 とス
トレス反応 との関連性が高い とい う結果 と一致す
るものであ り,組織的特性が教師のス トレス反応
にとって重要な規定因となっている訂能性を補強
するものであろ う。
まとめ
本研究では,中学校の組織的特性 と教師のス ト
レス反応との関連性 について検討 した。その結果,
中学校 の組織的特性 として,「積極性」 「情轍伝達
性」「帰属意識」「決定参加制限」「職場内入間関係」
の5種 類が抽出された。いずれも教師のス トレス
反応 との関連性が認められ,特 に怒 り反応 との間
に強噸 連性が認めら栖 また・それらρ織
的特性に基づくクラスター分析の結果から学校に
よる差異が認められ,組 織的特性が良好な学校に
属 している教師の方が,抑 うつや不機嫌,心 配 と
い うス トレス反応が低いことが示された。
以上のことか ら,学校の組織的特性は教師のメ
ンタルヘルスと密接に関係 していることが示唆 さ
れた。学校の組織的特性は良好な状態に保つのは
教師個人の努力だけでは困難なことであり,管珪
監督者の リ㌣ダーシップのあ り方に負 うところが
大きい。学校の管理監督者である校長や教頭が学
校組織のあり方を常にチェックし,問題点があれ
ば改善のための努力をする必要がある。
また,本研究では5つ の組織的特性を取 り上げ
たが,そ れがすべてではなく,数多くある特性の
うちのごく一蔀1こすぎない。職種は異なるが:矢
ご 　 ヒ
冨ら(1992)ぽ特別養護老人ホームの組織的持性
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として,処 遇方針や指導体制,教 育機会,決 定参
加 を取 り上げている。.決定参加は本研究でも取 り
上げたが,指 導体制や教育機会は学校にも共通す'
る特性であると思われる。教師のメンタルヘルス
に関係する組織的特性は,ま だ他に多く存在する
可能性があり,さらに検討 してい く余地があろう。
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OrganizationalCharacteristicsandPsychologicalStressResponsesin
JuniorHighSchoolTeachers
TakahiroOKAYASU,
ABSTRACT
Thepurposeofthisstudywasto .exploretherelationshipbetweenorganizational
characteristicsandpsychologicalstressresponsesinjuniorhighschoolteachers.Thefbllowingfive
factorswereextractedfromthefactoranalysisoftheOrganizationalCharacteristicsQuestionnaire:
"Takinganactiveattitude"
,"Communicationamongcolleagues",・'!Identitywithorganization",
"Decision・makingrestrictions,'
,"Humanrelationwithcolleagues".Everyfactorsigni丘cantly
correlatedtothestressresponsesof.teachers,especialyhighlycorrelatedtotheangerresponse.
Theclusteranalysisbasedonorganizationalcharacteristicsdivided・intotwogroupsofschools:the
schoolswithgoodorganizationalcharacteristicsornot.Theteachersbelongingtothefbrmerschool
showedthelowerdepression,irritation,andworrythanthosebelongingtothelatterschool.These
resultssuggestedthatorganizationalcharacteristicsinjuniorhighschoolwerecloselyrelatedto
teacherstress,andreexaminingthestateoforganizationwasimportanttopreventillgthemental
illnessofteachers.. .'
KeyWbrds:organizationalcharacteristics,psychologicalstressresponses,juniorhighschool
teachers
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